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献辞
植野郁太先生は， 1989年1月28日に古稀の寿を迎えられ， 1989年3月末日
をもって関西大学を定年退職されることになりました。
申すまでもなく植野先生は関西大学の産んだ偉大なる大学教授の一人であ
り，最初の会計学者であります。巻末のご略歴にも明らかなとおり，先生は
1943年4月，会計学・経営学専攻の助手として関西大学に奉職され， 1945年
に専任講師， 1946年に助教授， 1949年に教授に任命されるという異例の昇進
を重ねられ，数々の研究活動を通じて関西大学商学部の発展に重大な貢献を
されました。
先生の研究活動の中心は会計学理論の研究であり，その処女作は1953年に
有斐閣から刊行された『企業会計理論』であります。この著作により，先生
は正統派の会計学者として駆知され，将来を嘱望されることになりました。
その後，先生は『財務会計論』 (1960年，有斐閣）を始めとして，多くの著
作を残され，その格調の高い企業会計原則論や各種の会計理論の展開は会計
学界で高く評価されることになりました。その結果，先生は1973年から 5カ
年間，公認会計士第2次試験委員に任命され，植野理論が広く一般に普及さ
れる結果となりました。
先生の研究成果は当然ながら教育や人材育成面にも生かされ，数多くの職
業会計人や研究者を養成されました。かくて，先生は研究者としてのみなら
ず，教育者としても立派な業績を残されたといわねばなりません。
また，大学行政面においても，商学部長，大学院商学研究科長，教学部
長，法人の評議員および理事等の要職を歴任され，それぞれの役職時に大学
の充実に多大の功績を残されました。とりわけ，大学院商学研究科の設置は
先生の行政手腕を物語るものであります。
申すまでもなく，先生は人格円満で，その端正で湿厚なお人柄は万人のひ
としく敬慕するところであります。このように慈父のような先生のご退職は
まことに淋しい限りであります。われわれは，先生の関西大学での45年に及
ぶ足跡を回顧し，感謝の意を表すべく本記念号を刊行し，先生に献呈するも
のであります。
先生におかれましては，今後ともますますご健勝にすごされ，斯学の発展
と後進の育成にご活躍されるようお願い申しあげます。
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